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長尾 �総長は，平成１３年１１月２６日から１２月２日
まで連合王国を訪問した。
この間，ロンドン大学インペリアルアカレッジを
訪問し，英国における高等教育及び学術に関する調

査を行うとともに，ロンドン大学東洋アフリカ学院
（SOAS）及びエジンバラ大学において「第２回京
都大学国際シンポジウム－新世紀に直面する日本経
済の変貌－」に出席した。

高等教育教授システム開発センター長
荒木光彦工学研究科教授（電気工学専攻システム
論講座（複合システム論））が，平成１４年２月１日
付けで高等教育教授システム開発センター長に再任
された。任期は平成１６年１月３１日まで。

総長主催の外国人研究者との懇談会が，平成１３年
１２月１９日（水）午後６時より京大会館において開催
された。この会は，平成７年度より毎年開催されて
おり，本学の教官と外国人研究者との交流を図り懇
親を深める良い機会となっている。本年度も，総勢
約２５０人の出席者を得，会場ではそこかしこで談笑
の輪が広がり，盛会のうちに午後８時過ぎに閉会し
た。

このシンポジウムは，昨年度から始められたもの
で，京都大学の学術研究を世界に向けて発信する事
を目的に海外で開催することを前提としている。ま
た，学会発表より幅の広い包括的な内容を持ち，複
数部局が協力して開催し，京都大学をアピールする
ことを目標としている。
第１回シンポジウムは，情報学研究科が中心とな
り昨年１月にカリフォルニア州サンタクララで開催
された。
今回の第２回シンポジウムはテーマを「Changes

in the Japanese Economy Facing the New Century」
とし，経済学研究科と経済研究所の教官を中心に，

バブル崩壊後の日本経済の現状と将来を「市場」，「制
度」，そして「政策」の三側面に分けて報告するこ
ととなった。シンポジウムは赤岡 功副学長，本山
美彦経済学研究科長を含め，森棟公夫，曳野 孝（経
済学研究科）を中心とする実行委員会により準備が
進められた。平成１３年１１月２８日（水）にロンドン大
学の傘下にある School of Oriental and African

Studies（SOAS）で，また同３０日（金）にはエジン
バラ大学で開催され無事に終了することができた。
報告者および討論者は長尾 �総長の他，曳野 孝，
下谷政弘，久本憲夫，西村周三（経済学研究科），
刈屋武昭，岩本康志（経済研究所）および両大学を
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中心とした１２名であった。プログラムの詳細は
http : //www.kyoto-u.ac.jp/kokuryu/UKsympo-j/index.

htmlを参照されたい。
英国を開催国として選んだのは，同国がバブル崩
壊後の低迷状態を脱しきれない日本経済の現状と同
様の経験をしており，日本の将来について日英の研
究者，企業人が忌憚のない意見を交換することが期
待されたからである。また，スコットランドと日本
の学術交流が希有であることから，共催の日本学術
振興会の是非にという勧めもあり，ロンドンだけで
なくエジンバラでも会場を持った。さらに日本政府
が英国で日本紹介事業「Japan２００１」を実施してい
たが，本シンポジウムがその一環として認められた
ことから，在連合王国日本国大使館，在エジンバラ
日本国総領事館にも大変お世話になった。
海外でシンポジウムを開催する場合には，いかに
して当日の参加者を確保するかが最大の課題になる。
その点も考慮して当地の大学と共催するという計画
が立てられたのだが，京都大学を海外でアピールす
るという色合いのためスタートは苦しく，共催を頼
んだ大学に断られたりもした。アジア研究が活発な
SOASは共催には好意的であったが，SOAS側の担
当となった教官にとっては厄介者が飛び込んできた
ということだったかも知れない。我々には当地の意
志決定の仕方が理解できず，また春休みと夏休みが
長いこともあり，連絡等なかなか進展せず非常にや
きもきした。エジンバラについてはもっとひどく，
八月半ばまで共催するか否かも分からないという状
況だった。両開催地とも各報告の討論は現地の研究
者に頼むという原則で準備を進めたが，エジンバラ

については一週間前になってやっと討論者が決まる
というせっぱ詰まった状態だった。しかし，我々が
エジンバラ入りしてからの当大学の歓迎ぶりはロン
ドン以上で，シンポジウムとしてはこちらの方が成
功であったような感じがする。会場となったプレイ
フェアー・ライブラリーは１８１５年に建てられた石造
りの建物で，その荘厳さ，会場に並べられた胸像の
列，控え室に飾られている数々の肖像画などに京大
関係者は圧倒される思いをした。
参加者の確保のために，日本経済新聞と JETRO

（日本貿易振興会）ロンドンにも共催をお願いした。
日本経済新聞ヨーロッパ版に社告を出してもらい，
JETROからもシンポジウムの案内を相当数の企業
に配布していただいた。SOAS会場ではほぼ２００名
の参加者を得たが，その内大学関係者は半数の１００
名ほどだった。エジンバラでは９０名ほどの参加者を
得，やはり半数が当地の大学関係者であった。のこ
り半分は共催者の尽力により参加を得たようである。

（国際交流委員会）

平成１３年１２月２６日（火）午後４時２０分から事務局

大会議室において，自衛消防団員に対して総長から

の感謝状及び記念品が本間政雄事務局長より贈呈さ

れた。

この日感謝状を受けた団員は，湯浅純明，鳥塚長

睦（総務部），竹下基幸，坂本雄美（経理部），竹中

寛治（医学部）の各氏である。

なお，当日午後２時から，自衛消防団による演習

が行われ，日頃の訓練成果が披露された。

SOASでの講演風景

自衛消防団員に感謝状授与
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平成１４年度入学試験（第２次学力検査）を，次の予定で実施する。

〇前期日程試験 〇後期日程試験

月 日 教 科 等 学 部 時 間

２月２５日
（月）

国 語

総合人間「理系」
・理・医・薬・農

９時３０分～１１時

総合人間「文系」
・文・教育・法・
経済「一般」

９時３０分～
１１時３０分

数 学

総合人間「文系」
・文・教育・法・
経済

１３時～１５時

総合人間「理系」
・理・医・薬・工
・農

１３時～１５時３０分

２月２６日
（火）

外 国 語

総合人間・文・教
育・法・経済「一
般」・理・医・薬
・工・農

９時３０分～
１１時３０分

論 文 経済「論文�」 ９時３０分～
１２時３０分

地理歴史
総合人間「文系」
・文・教育・法・
経済「一般」

１３時～１４時３０分

理 科
総合人間「理系」
・理・医・薬・工
・農

１３時～１５時３０分

論 文 経済「論文�」 １４時～１７時

月 日 教 科 等 学 部 時 間

３月１３日
（水）

数 学

総合人間・教育・経
済・農（食料・環境経済学科）

９時３０分～
１１時３０分

理・医・薬・工（地球工学科，
建築学科Ａ・Ｂ選抜，物理工学科）・
農（資源生物科学科，応用生命科学科，
地域環境工学科，森林科学科）

９時３０分～１２時

論 文
工（電気電子工学
科，工業化学科）

９時３０分～
１１時３０分

論 述 工（情報学科） ９時３０分～１２時

国 語
総合人間・文・教育・
経済・農（食料・環境経済学科）

１３時３０分～
１５時３０分

理 科

工（建築学科Ａ選抜）
※物理のみ

１３時３０分～１５時

理・医・薬・工（地球工学科）・
農（資源生物科学科，応用生命科学科，
地域環境工学科，食料・環境経済学科，
森林科学科）

１３時３０分～１６時

論 文 工（物理工学科） １３時３０分～１６時

実技・論述 工（建築学科Ｂ選抜）
１３時３０分～

１７時３０分

面 接 農（食品生物科学科）
９時３０分～

１１時３０分
１３時３０分～

１６時３０分

３月１４日
（木）

外 国 語

総合人間（独・仏・中国語）・
文・教育・法・経済・
医・農（資源生物科学科，応用生命
科学科，食料・環境経済学科，森林科学科）

９時３０分～
１１時３０分

総合人間（英語）
９時３０分～

１１時５０分

面 接

工（物理工学科）
９時３０分～

１２時３０分
１３時～１６時３０分

工（工業化学科）
９時３０分～１２時
１３時～１８時

工（建築学科Ｂ選抜，
電気電子工学科）

１３時～１７時

工（建築学科Ａ選抜）１３時～１８時

論 文
文・教育・医・薬１３時～１５時

法 １３時～１５時３０分

口 述 工（情報学科） １３時～１７時

面 接 農（食品生物科学科）
９時３０分～

１１時３０分
１３時３０分～

１６時３０分

平成１４年度入学者選抜学力試験（第２次学力検査）の期日等
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《注》 後期日程の法学部と経済学部の募集人員及び志願者数には，それぞれ「外国学校出身者のための選考」の募集人員（法
学部２０人，経済学部１０人）と志願者数（法学部３７人，経済学部２３人）が含まれている。

志願票の受付は，１月２８日（月）から２月６日（水）までの間に，各学部で行われた。

学部別の入学志願者数は，次表のとおりである。

学 部 募集人員
（人）

志願者数
（人） 倍 率

（参考） 昨 年 度 （最終）
募集人員 志願者数 倍 率

総 合 人 間 学 部

前 期 １１０ ４０１ ３．６ １１０ ４４１ ４．０
文 系 ５５ １８０ ３．３ ５５ ２３４ ４．３
理 系 ５５ ２２１ ４．０ ５５ ２０７ ３．８

後 期 ２０ ３７１ １８．６ ２０ ３７２ １８．６

文 学 部
前 期 １９０ ５８２ ３．１ １９０ ５６７ ３．０
後 期 ３０ ４１７ １３．９ ３０ ３７９ １２．６

教 育 学 部
前 期 ４０ １５６ ３．９ ４０ １６０ ４．０
後 期 ２０ １７１ ８．６ ２０ １５５ ７．８

法 学 部
前 期 ３２０ ８３５ ２．６ ３２０ ８８３ ２．８
後 期 ４０ ４７４ １１．９ ４０ ４７８ １２．０

経 済 学 部

前 期 ２１０ ９４３ ４．５ ２１０ ７９８ ３．８
一 般 １６０ ６２３ ３．９ １６０ ４７３ ３．０
論 文 ５０ ３２０ ６．４ ５０ ３２５ ６．５

後 期 ３０ ７４９ ２５．０ ３０ ５９５ １９．８

理 学 部
前 期 ２７１ ９５６ ３．５ ２７１ ９５３ ３．５
後 期 ３０ １，２０８ ４０．３ ３０ １，０１６ ３３．９

医 学 部
前 期 ９０ ４６７ ５．２ ９０ ４３１ ４．８
後 期 １０ ２３０ ２３．０ １０ ２２９ ２２．９

薬 学 部
前 期 ７０ ２７６ ３．９ ７０ ２１２ ３．０
後 期 １０ １９５ １９．５ １０ １５１ １５．１

工 学 部
前 期 ８５７ ２，４７６ ２．９ ８７４ ２，３９６ ２．７
後 期 ９８ ９５２ ９．７ １０１ １，０７３ １０．６

地 球 工 学 科
前 期 １６６ ４５８ ２．８ １７５ ４４８ ２．６
後 期 １９ ２８３ １４．９ ２０ ２６１ １３．１

建 築 学 科

前 期 ７２ ２８１ ３．９ ８０ ２４１ ３．０
後 期 ８ ８４ １０．５ １０ １２７ １２．７
Ａ選抜 ４ ４８ １２．０ ５ ８４ １６．８
Ｂ選抜 ４ ３６ ９．０ ５ ４３ ８．６

物 理 工 学 科
前 期 ２１１ ６７１ ３．２ ２１１ ５９２ ２．８
後 期 ２４ ２２４ ９．３ ２４ １９１ ８．０

電気電子工学科
前 期 １１７ ２６３ ２．２ １１７ ３２８ ２．８
後 期 １３ ９５ ７．３ １３ １３６ １０．５

情 報 学 科
前 期 ８１ ２３１ ２．９ ８１ １８６ ２．３
後 期 ９ ８６ ９．６ ９ １００ １１．１

工 業 化 学 科
前 期 ２１０ ５７２ ２．７ ２１０ ６０１ ２．９
後 期 ２５ １８０ ７．２ ２５ ２５８ １０．３

農 学 部
前 期 ２３３ ７５３ ３．２ ２４０ ７３６ ３．１
後 期 ６７ ９５４ １４．２ ６０ ７９９ １３．３

資源生物科学科

後 期

１９ １９７ １０．４
応用生命科学科 ９ １４８ １６．４
地域環境工学科 １１ １６１ １４．６
食料・環境経済学科 ９ １８２ ２０．２
森 林 科 学 科 １２ １８９ １５．８
食品生物科学科 ７ ７７ １１．０
合 計 ２，７４６ １３，５６６ ４．９ ２，７６６ １２，８２４ ４．６

前 期 ２，３９１ ７，８４５ ３．３ ２，４１５ ７，５７７ ３．１
後 期 ３５５ ５，７２１ １６．１ ３５１ ５，２４７ １４．９

平成１４年度入学者選抜学力試験（第２次学力検査）の志願状況
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『美しい滋賀』という絵本

を作ろうと思って歩き出して

からもうかれこれ２年になり

ます。２週間に１度の割で，

友人の絵描きさんと二人で尾

根を歩いたり，古刹を訪れた

りしています。こんななかで，

嘘からまことが出てきそうな

気配があります。

もともとこんなことを思いついたのはこんな経緯

があってのことです。在職中，私は東南アジア研究

センターにいて地域研究なるものをやっておりまし

た。その頃は「人びとは皆，独自の文化を持ってい

て，それに誇りを持っている」と主張し続けていま

した。ジャワにはジャワの，モンゴルにはモンゴル

の独自の文化があって，皆，それに誇りを持ってい

る。だから個別文化を無視するようなグローバリゼ

ーションなどはいけない，といっていました。

そんな自分が３０年ぶりに故郷の田舎に帰って最初

に考えたことは，「おまえ自身はどうなんだ。」とい

うことでした。「今度はお前の番だ。おまえは自分

の滋賀に誇りを持っているのか。」ということでし

た。地域研究はこうして退官の日からは自分自身と

故郷の研究に変わらざるをえなかったのです。実の

ことをいうと，恥かしながら，私はそれほど故郷の

滋賀に誇りを持っていなかったのです。

でも幸いなことに，この時私はちょっとした啓示

（?）を受けました。「滋賀は美しい」，そういう声

がどこからか聞こえてきたのです。本当の啓示なの

か，自分の作為だったのか，今もって確かとはしな

いのですが，とにかくこういう言葉が私の目の前に

現われたのです。こうして，私の自分研究はこの言

葉を中心に進み始めたのです。今，山を歩き回って

いる，というのはこのためです。美しい滋賀を求め

てなのです。

私達は出かけると，なるだけ景色のよい所で弁当

を食べます。食後，友人は半時間か小一時間，写生

をします。その間私はぼんやりします。１本の缶ビ

ールで結構気持ちのよくなった私は，自分も絵が描

けたらナ，などと思いながら景色を見るのです。ア

ルコールのせいでしょうか，同じ前景が刻々と違っ

たものに見えて行きます。そして，そのうち目を閉

じて寝てしまうこともあります。

こんなことを繰りかえしやっているうちに，不思

議な体験をしました。空に向けて勢いよく枝を伸ば

しているケヤキの大木がありました。そしてそれよ

りちょっと手前に，今度は横に枝を張っている貧弱

なネズミモチの木がありました。何でもない二本の

木の組み合わせなのですが，それがその時は絶妙の

組み合わせに見えてきたのです。二本の木の根元に

はゆるく下っていく尾根道が続いていました。その

道沿いにはもっと小さな木やウラジロがありました。

すっかり葉を落としたケヤキの梢の間から遠くの山

がすけて見えていました。それが近いものは濃いブ

ルーに遠い山は淡いブルーに見えていました。

そんなものを見ているうちに突然，「全てが共存

している」「枯れ枝も，石ころも，不要なものは何

ひとつない。みなその場を占めていて，この空間の

必要不可欠の一員になっている」そんなことを強烈

に感じたのです。

一度このことを経験してからは，ちょっと立ち止

まって前景に目を留める度ごとにすぐに，この「共

存」というものが目につくようになったのです。

不思議な気がいたしております。研究ということ

で民族の誇りを主張し，それが退官と共に自分の問

題として降りかかって困り果てた私。それでも何と

か「故郷は美しい」などと，なかば自分を騙して，

呪文を唱えつづけていたのですが，いつの間にやら，

そこからまことがでる気配が少し感じられるこの頃

なのです。あるいは，イヌも歩けばボウにあたる，

ということなのかも知れません。

（たかや よしかず 元東南アジア研究センター教授

平成７年退官，専門は地域研究論）

随想

嘘から出たまこと？

名誉教授 �谷 好一
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ずいぶん昔になるが，入試

に論文試験を加える私立大学

が少なくなかった時代のこと，

××大学△△学部の入試で，

採点委員に頭をかかえさせる

ような答案がひとつ出現した。

与えられた論題は「××大

学△△学部への期待」という

至極単純なものだったのに，その受験生は，「盲腸

手術後の患者の生理と心理」から説き起こして，「ド

イツ語の風＝Windは男性」だの，「放屁合戦図が鳥

羽僧正の作という謬見が」だのと，よくもまあ２時

間でこれだけの大論文を，と感心するしかないよう

な蘊蓄のかぎりを傾けた答案を書き上げていた。た

だ，どうやらオナラというものに人並みはずれた執

着心をいだいているらしいことは推測できても，こ

れが論題とどう関係するのか，採点委員のだれひと

り理解できないのである。ものの半日も首をかしげ

たすえ，ひとりがポンと膝を打った。

論文試験の問題は，各試験場でそれぞれ黒板に板

書することになっていた。ある試験場で，デカデカ

と論題を書き出した試験官が，「……△△学部」ま

で書いたところで下につかえたので，改行したので

ある。件の受験生は，１行目は念のために受験学部

名を記したものと思い込み，ひたすら「への期待」

という難題と取り組んで敢闘したのだった。

これを私たちに話してくれたのは，高名な歴史学

の教授だった。この先生は，学年末試験で自分の担

当ではない科目の監督に来ると，のべつ幕無しに雑

談をするので，一部の学生からは迷惑がられていた

ようだが，私自身は，卒業までに２回も先生の試験

監督に巡り合う幸運を体験した。もう１回のときは，

こういう話だった－－あるとき先生のところへひと

りの学生がやってきて，古代イスラエルのダムとい

う王様に非常に興味をもっているので卒論のテーマ

にしたいと思うのだが，参考資料がなかなか見つか

らない，ご教示いただけないだろうか，という。古

代中東史が専門の先生はハタと困った。恥ずかしい

ことに，知らないのだ。どこでそのダム王のことを

知ったのか，と問うてみると，英語の文献だそうだ。

困り果てた先生は，「その文献にどう書いてあった

のかね」と尋ねざるをえなかった。すると学生は，

「はい，ザ・キングダム・オヴ・イスラエルと書い

てあります」と答えたのである。

昔はこういう学生や学生候補が，いまよりは多く

いたらしい。昔から「天才と馬鹿とは紙一重」とい

うが，むべなるかなと言うべきである。この２人だ

けでなく，２人のことを試験監督業務中に大声で語

った先生もまた，この部類に属することは間違いな

い。では，いったいかれらは天才なのか，それとも

馬鹿なのか？－－これは大問題だ。が，常識的に考

えれば，天才なら大学になど入るわけはないし，入

る必要もない。したがってまた教授をやっているわ

けもない。だとすれば馬鹿の可能性が高いことにな

るが，まあここは，「かれらは天才でも馬鹿でもな

く，まさにその紙一重のところに位置しているの

だ」ということにしておこう。作家の火野葦平は，

河童というのは馬の足あとに溜まった水の中にも３

千匹は住めるのである，と書いているが，この紙一

重の狭いところに，京都大学だけでも数千人の教員

と数万人の学生が住んでいる。紙一重というのはな

んと幅が広いものかと感心せざるをえないのだが，

問題は，同じ紙一重でいながらもせめて心して馬鹿

に近いところに立つ自分を見つめようとする人間が，

近ごろの大学にはめっきり少なくなったことだ。短

期的な業績の審査だの，ベスト３０の研究プロジェク

トにカネをばらまくだの，まるで人間が労役動物や

機械にたいしてやってきたような仕打ちが，大学で

罷り通るのだから，紙一重の空間では馬鹿にされた

くなければ天才のふりをしなければならない。

だが，同じ紙一重でも，一途に思い込んで屁の期

待を考え抜いた受験生や，存在すらしなかった古代

の王に恋してしまった歴史学科の大学生の，なんと

馬鹿に近いことか。じつは，まだ天才にもなりうる

し大馬鹿にもなりうる本当の紙一重の場にいる初心

者に必要なのは，この一途さと恋ごころなのだ。そ

して，大学は初心者を失えば死ぬのである。

（いけだ ひろし 総合人間学部教授）

洛書

紙 一 重

池田 浩士
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ふじ い しげる なかむらじゅんいち

このたび，藤井 栄工学研究科助教授，中村順一総合情報メディアセンター教授が逝去されました。

ここに，謹んで哀悼の意を表します。

以下に両氏の略歴，業績等を紹介します。

藤井 栄先生は，平成１３年１２

月１４日逝去された。享年４５。

先生は，昭和５４年京都大学工

学部建築学第二学科を卒業後，

本学助手を経て，平成７年から

助教授を務められ，その間，建

築学に関する教育研究に邁進された。

先生は，鉄筋コンクリート造耐震建物に於ける鉄

筋とコンクリートの付着割裂特性，柱・梁接合部の

強度研究の我が国に於ける第一人者として活躍され

た。精緻な実験と分析に基づいて構築された理論は，

国内外で高い評価を受けると共に，日本建築学会の

規準・指針類に適用され，鉄筋コンクリート造建物

の耐震設計に幅広く用いられる等，学会及び建築産

業界に大きく貢献された。また，近年は，炭素繊維

等の繊維補強材の応用研究にも従事され，研究成果

は既存鉄筋コンクリート造建物の耐震改修に適用さ

れている。

主な著書に，『材料と評価の最前線』，『鉄筋コン

クリート構造設計規準・同解説』，『阪神・淡路大震

災調査報告－建築編』（いずれも共著）がある。

（大学院工学研究科）

中村順一先生は，平成１３年１２

月２３日逝去された。享年４５。

先生は，昭和５４年京都大学工

学部電子工学科を卒業後，同大

学院修士課程電気工学第二専攻，

引き続き博士後期課程に進学さ

れ，昭和５７年より同大学工学部助手を務められた。

平成元年九州工業大学情報工学部助教授，同教授を

経て，平成９年１０月京都大学総合情報メディアセン

ター教授に就任，教育支援部門情報処理教育分野を

担当された。

先生は，長尾 �教授の指導の下で科学技術庁の
機械翻訳プロジェクトに参画され，昭和６１年第１回

電子情報通信学会元岡賞を受賞されるなど，自然言

語処理における先駆的な研究をされ，近年はマルチ

モーダルな環境認識に基づく俳句の生成に関する研

究など，極めて学際的な研究を開始された。また，

情報ネットワークやインターネットの果たす役割に

ついていち早く認識され，九州工業大学および京都

大学における情報基盤の整備に多大な貢献をされる

とともに，その新たな利用形態についての研究を行

われた。

（総合情報メディアセンター）

訃報

藤井 栄 工学研究科助教授

中村 順一 総合情報メディアセンター教授
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平成１４年度入学試験を，次の予定で実施する。

なお，１月２５日（金）から１月３１日（木）まで入

学願書の受付が行われた。

学科別の入学志願者数は，次表のとおりである。

１２月４日 評議会

〃 新キャンパス・建築合同委員会

〃 先端科学研究棟運営協議会

７日 人権週間に因む研修会

１１日 放射性同位元素等管理委員会

〃 セクシュアル・ハラスメント窓口相談員

のための研修会

〃 能楽鑑賞会

１３日 同和・人権問題委員会

１８日 評議会

〃 教育課程委員会

１９日 国際交流委員会

〃 国際交流会館委員会

〃 外国人研究者との懇談会

２７日 制規等専門委員会

京都大学は，第１７回国際生物学賞（日本学術振興

会国際生物学賞委員会）記念シンポジウム「後生動

物の起源と初期進化」を，平成１３年１２月５日，６日

に京都リサーチパークにおいて開催した。

このシンポジウムは，英国ケンブリッジ大学名誉

教授ハリー・ブラックモア・ウィッティントン博士

の同賞受賞を記念するもので，本学瀬戸口烈司総合

博物館長が今年度授賞分野の古生物学を研究分野と

することから，本学主催で開催されたものである。

ウィッティントン博士は長年にわたり三葉虫類の

体構造・生態・進化に関する傑出した研究を続け，

この化石生物に関する生物学的知見を著しく高めた

ことから，シンポジウムでは約５億４，５００万年前，

カンブリア紀初期における多様な後生動物（多細胞

動物）の起源と進化にスポットをあて，以下のよう

な講演において国内外から招かれた著名な研究者に

より研究成果が紹介された。

この他，来日中であったアドルフ・ザイラッハー

教授（ドイツ・チュービンゲン大学）から関連の話

題提供もあり，講演後は講演者と国内研究者との白

月 日 教 科 時 間

３月２日�

国 語 ９時 ～１０時３０分

数 学 １１時 ～１２時３０分

外 国 語 １４時 ～１５時３０分

３月３日� 理 科 ９時 ～１１時

学 科
募集
人員

志願
者数 倍率

（参考）昨年度

募集人員志願者数 倍率

看護学科 ８０ ３４２ ４．３ ８０ ２３４ ２．９

衛生技術学科 ４０ ２９７ ７．４ ４０ ３０９ ７．７

理学療法学科 ２０ ２４６１２．３ ２０ ２３１ １１．６

作業療法学科 ２０ １８７ ９．４ ２０ １６９ ８．５

計 １６０ １，０７２ ６．７ １６０ ９４３ ５．９

医療技術短期大学部の動き

平成１４年度医療技術短期大学部入学者選抜学力試験の実施

日誌 2001.12.1～12.31

話題

第１７回国際生物学賞記念シンポジウム「後生動物の起源と初期進化」の報告
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熱した議論が展開された。また，５日のシンポジウ

ム後のレセプションでも，講演者を中心に歓談の輪

が広がった。当日は，中西釦治日本学術振興会理事

から挨拶を頂き，また沢田敏男元総長を始め，１００

名近くの参加者があり，盛況のうちに終了した。

なお，当時の様子を知ることの出来るバージェス

頁岩の化石は総合博物館において常設展示されてい

る。

講演題目等

「バージェス頁岩：回顧と展望」 ハリー・ブラックモア・ウィッティントン博士

「原生代の化石記録と後生動物の起源」

ミハイル・Ａ・フェドンキン博士（ロシア科学アカデミー古生物学研究所）

「中国，雲南のカンブリア紀初期徴江化石動物群：地球最古の動物たち」 侯先光教授（中国・云南大学）

「カンブリア紀の後生動物に見られる鉱化したトゲ，鱗，殻などの起源」

ステファン・ベングソン博士（スウェーデン自然史博物館）

「ヤツメウナギの発生生物学と脊椎動物の顎の進化」 倉谷 滋教授（岡山大学）

「『カンブリア大爆発』に収斂しよう」 サイモン・コンウェイ・モリス教授（ケンブリッジ大学）

「‘Orsten’ のタイムトンネル：カンブリア紀後期の立体的に保存された小さな化石たちと節足動物の進化」

ディーター・ワロセック教授（ドイツ・ウルム大学）

その昔，○○○単独会見記という架空の記事を掲載した某大新聞があった。しかし，考えてみると，
人々がかくあるに違いない，あってほしい，という頭の中に存在しているイメージを文章化した，とい
う意味でまったく無意味な絵空事ではない気がする。おそらく，編集者にも真実味が感じられたから採
用になったのであろう。ところで，京大広報の場合はどうであろうか。編集委員会の厳しいチェックに
よって，一言一句，客観的事実に反することは載せていない。しかし，それが読者の関心を引かない場
合は，読者の頭の中に京大広報が存在しない，ということでもある。京大構成員にとって関心のある事
実（頭の中の観念も含めて）を提供するのが京大広報の役目ではなかろうか，と編集委員会からの道々
考えた。 （河野記）

（総合博物館）

編 集 後 記

講演するウィッティントン博士

京大広報 2002. 2 No. 565

1206


